日刊
2009/１１/１１　連携会議第３３号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携会議事務局長　常　陸　敏　男
保護者負担軽減のために　その１（名前印）について
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　「連携会議№１４」でも紹介しましたが、江別市協議会では、保護者負担軽減に向けた学校徴収金の公費負担化にとりくんでいます。その一環として、児童生徒の名前印代の削減に向けたとりくみを開始したようです。
　実はこの問題、石狩市の予算要望についての財政グループ会議でも同様の話題が出ていました。例えば、樽川中学校はほとんどの生徒が南線小学校から入学しますが、小学校時代の名前印が使えれば、少なくとも中学校での購入の必要はなくなる訳です。江別と石狩市が同時にとりくむことで、課題解決と情報の共有が一気に進むメリットも考えられるのではないかと思います。
　そこで、各学校での名前印の取り扱い状況について調査をし、後日の連携会議で、今後とりくめることがあれば提案したいと思います。

　

別紙の調査にご協力お願いします。なお、徴収金調査で一覧表を提出いただいた中に記載があるので、重なる部分もありますが、正確を期すため、再度の調査回答をお願いします。

名前印の取り扱いに関する調査　　　　学校名【　　　　　　　　　　　学校】
Q１．新入学生の名前印（該当事項に○）

1 学校徴収金などの保護者負担で購入
（　）
2 公費負担で購入



（　）
3 その他（状況記入）


4 名前印の大きさは（　　　　mm）×（　　　ｍｍ）
Q２．転入学生の名前印（該当事項にチェック）

1 学校徴収金などの保護者負担で購入
（　）
2 公費負担で購入



（　）
3 その他（状況記入）


Q３．卒業生の名前印はどうしているか（小学校のみ回答）

1 卒業時に本人に渡す


（　）
2 入学先中学校に送付


（　）
3 その他（状況記入）


Ｑ４．今現在、どのような場面で名前印が使われているか、わかる範囲で記入してください。

樽川中学校FAX　０１３３－７４－２３６２　連携会議事務局　常陸宛



























